
ケンコーコム株式会社
AWSのクラウド環境上にSAP ERPを導入、ECビジネスの成長を支援

2011年7月にはECサイトや在庫管理システムなど
をAWSに移 行しており、ある意味、SAP ERPを
AWS上に構築することは自然の流れでした。また、東
日本大震災の発生を受けて、BCPの観点も加わり、よ
り早期の導入を目指すことになりました。」（新井氏）

SAP ERPの導入を決定したケンコーコムは、開発
パートナーとして、複数の企業の中からNTTデータ 
グローバルソリューションズを指名します。その理由
を新井氏は「柔軟な開発姿勢にあった」とし、次のよう
に説明しました。
「スピードを最優先と考える当社の場合、システムの
開発にも柔軟さが必要となります。その点、NTTデー
タ グローバルソリューションズは、開発に対する柔
軟性と機敏性を重視したプロジェクトマネージメント
体制が、当社の要望にマッチしていました。また、将
来、弊社の共通基盤となるシステム（EAIや監視ツー
ルなど）の提案まで盛り込まれていた点は高く評価
できました。中堅企業やECへの実績と経験が豊富な
ことに加え、システム構築の技術力も高く、パート
ナーとして最適と判断しました」

また、開発をスムーズに進めるためには、PMも重要
なポイントとなりますが、その点についても、NTT
データ グローバルソリューションズは眼鏡にかなって
いました。
「プレゼンの内容から、NTTデータ グローバルソ
リューションズのPMは経験に裏打ちされたノウハウ

国内最大級のECサイト「ケンコーコム」を運営する
ケンコーコム。健康食品や医薬品など、19万点にお
よぶ膨大な商品を扱う同社は、ロングテールのビジ
ネスモデルを武器に成長を続けています。商品数の
増加と比例するかのように、顧客数も増加。売上高も
伸長し、2011年度決算では過去最高の売上高を記
録しました。

一方、商品数と顧客数が増加するにつれて、業務を支
えるシステムの肥大化が進んでいきます。同社はこれ
まで、会計、購買、販売在庫、販売管理などのシステム
を個別に運用管理してきました。しかし、システムが
増えるとともにデータ連携時の不整合が生じたり、メ
ンテナンスにかかる負荷が増大したりと、業務にさま
ざまな悪影響が出るようになります。取締役でIT本
部長の新井達也氏は「システムがビジネスの成長の
“足かせ”にならないためにも、早急な改善が必要で
した」と振り返ります。

そこでケンコーコムは、業務の効率化とシステムの安
定化に向けて、ERPパッケージSAP ERPの導入を
決定。そしてシステムをアマゾンが提供するクラウド
サービス「アマゾン ウェブ サービス」（AWS）上に構
築することを決断します。AWS上へのSAP ERP導
入は、本番環境における商用利用としては日本で初め
てのケースでした。
「当社はもともとクラウドの利用に積極的で、数年前
から商品画像の保存にAWSを利用してきました。

健康食品や医薬品などのECサイトを運営するケンコーコム株式会社。同社は、
ECビジネスの成長を支えるシステム基盤の強化を目指し、NTTデータ グローバ
ルソリューションズの協力を得て、「アマゾン ウェブ サービス」（AWS）のクラウド
環境上にSAP ERPを導入しました。AWSの利用により、初期コスト・運用コスト
の合計は、社内での運用と比較して約65％の削減を実現。また、データのリアル
タイム化により、業務効率も大幅に向上しました。
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があるとともに、我々とも波長が合うだろうな
と感じました」（新井氏）

SAP ERPの導入については、卸売・商社の業
務に必要な機能やノウハウをまとめたテンプ
レート「専門商社向けモデルシステム（BMT）」
を採用し、会計と購買（発注）の2つのモジュー
ルを導入しました。このテンプレートを活用する
上で、ポイントとなったのがシステム間の連携で
す。ケンコーコムの場合、SAP ERPと連携する
システムが多いため、インターフェースを個々に
開発すると多大な工数がかかります。
「NTTデータ グローバルソリューションズの提
案は、テンプレートとデータ連携ソリューション
（DataSpider）を用いてノンプログラミングで
連携するというもので、これによりアドオンの削
減が実現し、開発をスムーズに進めることがで
きました。また、併せてジョブの監視とスケ
ジューリングの機能が組み込まれた監視ツール
も導入しています」（新井氏）

導入プロジェクトは2011年10月にキックオフ。
2012年8月に本稼働がスタートしました。そのう
ちシステム環境構築に要した期間はわずか2週間
と、オンプレミスと比較して大幅な時間短縮を実現
しています。各段階では、必要な環境をいつでも自
由に追加できるAWSの特長を最大限に活用。たと
えばテストフェーズでは、開発環境と別のテスト環
境を新たに構築し、効率的にテストを行いました。さ
らに、システムへ大きな負荷がかかるデータ移行時
は、本番環境のインスタンスサイズを一時的に倍増。
処理能力を高めることで移行時間を短縮し、システ
ム停止による業務への影響を最小限に抑えました。

さて、企業の基幹システムをクラウド上に置くこ
とについて、セキュリティ面で不安を抱く方も少
なくありません。その点について新井氏は次のよ
うに説明します。
「数年前からさまざまな業務システムをAWSに
移行してきたこともあり、セキュリティに関する不
安はありませんでした。むしろ、自社で複雑なセ
キュリティ環境を用意せずに済むこと、顧客から
の高度な要求に応えているAWS上に置くことで
セキュリティのリスクを感じなくて済むことは大
きなメリットです」
AWSでは、ユーザ専用のプライベートゾーンが用
意され、SAP ERPはこの専用仮想空間の中で運
用されるため、他のユーザの影響を受けることは
ありません。さらにISMS※１やPCI DSS※2の認
定など、高度なセキュリティ要件も満たしている
ので、安心して利用できるといいます。

AWSの採用は、SAP ERPの導入にさまざま
な効果をもたらしています。耐障害性が高く、拡
張性に富んだシステムが短期間で構築できたこ
とはもちろん、ハードウェアの保守を社内で行
う必要がなくなったため、IT部門の負荷を大幅
に減らすことができました。「初期導入費と5年
間の運用費の合計金額は、オンプレミスと比べ
て約65％減です」と新井氏。
また、複数のシステムをSAP ERPに集約した
結果、システムの運用作業や障害対応が軽減さ
れました。この空いたリソースを、データの精度
向上や新機能の追加など、別の業務に向けられ
るようになったことも大きな成果です。システム
のパフォーマンス面にも不安はなく、ユーザは
AWS上で稼働していることを意識することな
く利用しているといいます。

一方、業務面では、SAP ERPによって会計情
報、発注情報の一元管理が実現。これまで正確
な数字を把握するまで時間がかかっていたデー
タをリアルタイムで見られるようになりました。
ERP推進室長の笹葉謙氏は、その効果につい
て次のように語ります。
「出荷に対する売上原価が迅速・正確に把握で
きるようになりました。これまで日次の会計処
理は、従来の環境では翌日の夕方まで把握で
きませんでしたが、今では翌日の朝の段階で確
認できるようになっています。加えて内部統制
と監査レベルの強化が実現しました」

ケンコーコムでは、AWS上にSAP ERPを構
築した今回のプロジェクトを第1ステップと捉
えており、今後はSAP ERPを核にシステムの
さらなる強化を図っていく考えです。
「第2ステップでは、ビジネスのコアである販
売管理と倉庫管理のシステムを全面的に刷新
し、SAP ERPとの間でタイムリーなデータ連
携を実現させます。また、その他の既存システ
ムもリプレースのタイミングでAWS上へ移行
を検討し、更なるコストダウンを実現します」
（新井氏）

最後に、NTTデータ グローバルソリューション
ズに対する期待について、新井氏は次のように
述べています。
「今回のプロジェクトでは、AWSの採用により
理想的なシステムが構築できました。とはいえ、
SAP ERPとAWSの組み合わせはまだ始まっ
たばかりで、まだまだ改善の余地が残されてい
ます。今後もさまざまなことにトライしながら、
さらなる効率化を目指していきますので、ご協
力をお願いします」

NTTデータ グローバルソリューションズは、こ
れからもAWS上におけるSAP ERPの導入・
運用技術を高め、ノウハウを蓄積しながら、ケン
コーコムをはじめとした多くの企業の要望に応
えていく所存です。
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